
わたしたちで考えるこどものおくすり

ジェネリックにしませんか？ ジェネリック
お子さまのおくすり
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●国の承認後（注）も安全を確保するため、先発医薬品と同様に、国や都道府県
がメーカーに立入検査等を実施しています。

●医療機関や薬局では、おくすりを採用する時に情報を確認
するとともに、その後も定期的な情報収集に努めています。

（注）ジェネリック医薬品とは、長い間使用された実績がある先発医
薬品の特許期間終了後に、品質・有効性・安全性が先発医薬
品と同等であるものとして、国（厚生労働省）が法律により認
めたおくすりです。

医師または薬剤師にご相談ください
●ジェネリック医薬品希望シールを配布している保険
者もありますので、保険証に貼ってジェネリック医薬
品を希望する際にご提示いただくと便利です。
●お薬手帳を常に持ち歩くことをおすすめします。
●医師が、お子さまの体質・病状等からジェネリック医
薬品が適切でないと判断する場合もあります。
●すべてのおくすりにジェネリック医薬品があるわけで
はありません。

＜編集・発行＞　    令和３年6月発行　       
東京都福祉保健局　　
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お役立ち情報
【東京都後発医薬品
安心使用促進事業ページ】

【後発医薬品（ジェネリック医薬品）
の使用促進について（厚生労働省）】
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子供の薬をジェネリックに
変更するのはなんとなく心配。
子供も安心して飲めるの？

メーカーをはじめ薬局や病院では、患者さんに安心して
服用していただくために日々取り組んでいます。

いつもの薬も飲むのをいやがるのに、
ジェネリックに変更したら

ますます飲まなくなるんじゃないの？

＜お子さまが飲みやすいおくすりがみつかるかもしれません＞

お役立ち情報
＜保険料を少しでも安くすることに役立ちます＞
●医療費は保険料や税金で賄われています。そのため医療費の増加に伴って
保険料も増加傾向です。
●ジェネリックは一般的に先発医薬品より安価なので、少しでも医療費を抑え
ることが、将来、子供の世代の保険料負担を減らすことに役立ちます。

●ジェネリック医薬品は、小型化、形状等の変更、味の改良など
製剤工夫がなされているものもあります。

苦くない！

OD錠

小型化
飲みやすく
コーティング

口の中に入れると
すぐに唾液で溶ける

子供がいやがらずに
飲んでくれたわ


